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DP-415 取扱説明書 

            



  

はじめに 

この度は Elation DP-415 をご購入いただき、誠に有難う御座います。 

本製品の性能を最大限に発揮させ、末永くお使い頂く為に、ご使用になる前にこの取扱説明書を

必ずお読み下さい。また、本書が保証書となりますので大切に保管して下さい。 

 

 

基本機能 

 



  

1. チャンネル出力 

5A/チャンネル、合計最大 15A まで出力可能です。各チャンネル 2 個づつのアース付平行コ

ンセントが取り付けられています。 

2. チャンネル出力 LED（1～4） 

各チャンネル出力の状態を表示します。 

3. 電源インジケーター 

 本体電源がオンの時 LED が点灯します。 

4. DMX ディップスイッチ 

DMX アドレスを設定します。また“Switch”と“Dimmer”からモードを選択します。 

5. DMX インジケーター 

DMX 信号が入力されると LED が点灯します。 

6. 入力電源 

AC100V、50～60Hz（最大 15A） 

7. 電源スイッチ 

本体電源のオン/オフを切替えます。 

8. DMX 入力端子 

 DMX ケーブルを接続し DMX 信号を受信します。 

9. DMX 出力端子 

DMX ケーブルを接続し DMX 信号を送信します。 

 

使用方法 

DP-415 は 4ch ディマー/スイッチパックです。本体を DMX コントローラと接続し本体をリンクさせる

ことで DP-415 に接続した灯体(パーライト、スポットライト等)を調光することが可能です。本体前面

のディップスイッチで本体のチャンネル設定を行って下さい。 

 

基本仕様 

使用電源  ：AC100V、50/60Hz 15A 

チャンネル最大出力 ：5A/チャンネル、合計 15A 

チャンネルヒューズ ：6A 250V 20mm 

DMX 入出力端子  ：3 ピン仕様 XLR 端子 

サイズ   ：17.7(W)×6.4(H)×18(D)cm 

重量   ：1.2Kg 

 



  

 



  

 ディップ スイッチによるチャンネル設定 
 
  ディップスイッチを使用してチャンネル設定を行う照明機器のチャンネル設定は、下記の表を参照

して下さい。設定方法についての詳細につきましては次項の『ディップスイッチによる DMX チャンネル

の設定方法（詳細）』を参照して下さい。 
Ch ディップ スイッチ設定       
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 ディップスイッチによる DMX チャンネルの設定方法（詳細）  

 
 DMX のスタートチャンネルをディップスイッチで決めるタイプはすべて二進法で計算されています。 

 ＜二進法とはなにか？＞ 

 通常私たちの生活では十進法が使用されています。十進法とは，０～９を使って数字を表わし，10 になったら位を上げ

るという考え方です。 二進法とは，０もしくは１を使って数字を表わし，２になったら位を上げるという考え方です。 

 

例をあげると 

十進法 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

二進法 0 1 10 11 100 101 110 111 1000 1001 1010 1011

この様になり、二進法計算のディップスイッチでチャンネルを決める場合、『０＝OFF 1＝ON』の考え方になります。 

 

スイッチの設定上 ON / OFF の並びが左右逆での繰り上げで設定となりますが、スイッチで表記した場合   

十進法 0 1 2 3 4 

二進法 0 1 10 11 100 

ディップ 

スイッチ 
 

  

 

十進法 5 6 7 8 9 

二進法 101 110 111 1000 1001 

ディップ 

スイッチ 
 

  

この様になります。 

 また、位の大きいチャンネルを設定する場合、下記の方法を覚えておくと簡単にチャンネルの設定が可能となります。

 各番号のスイッチのみ ON にした場合 

十進法 1 2 4 8 16 

二進法 1 10 100 1000 10000 

ディップ 

スイッチ 
 

 

 

十進法 32 64 128 256 512 

二進法 100000 1000000 10000000 100000000 1000000000 

ディップ 

スイッチ 
 

   

となりますが、通常の 10 進法と同様に、足し算ですべてのチャンネルを即座に計算することが可能となります。またその

場合、全ての計算において、設定したいチャンネル数を上記の『各番号のスイッチのみを ON にした場合』にある、1, 2, 4, 

8, 16, 32, 64, 128, 256 の数字に分解して考える必要があります。 

 例にとってみると 

  チャンネルを 40 に設定したい場合： 40 = 32 + 8 =  ＋  = 

  
  チャンネルを 62 に設定したい場合： 62 = 32 + 16 + 8 + 4 + 2  

   =  +  +  +  + 

    =  

 この様にして、簡単にチャンネル数を設定する事が可能となります。 
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